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〔問①〕記事の内容を踏まえて、この記事における以下の言葉の意味について説明してくだ
さい。

・見えない被災者
避難所に行かず車中泊や在宅避難を選ぶため、支援の手が届きにくい人々のこと。

・ラストワンマイル問題
被災地に届いた物資が、避難者へ配送する最終区間で滞ってしまう現象のこと。

・プッシュ型
被災地への支援の際に、自治体の要請を待たずに支援をすること。

〔問②〕記事の中では、全国からボランティア団体が駆け付けた八代市での食事の供給が
「簡単にはいかなかった」とあります。難航した理由を記事を踏まえて書いてください。

ボランティア団体は100～300食分を用意しているケースが多く、用意している量よりも
少ない人数の避難所へ割り振るわけにもいかないため、一定規模の避難所に食事の提供が集
中してしまったから。

〔問③〕大分県防災対策企画課の山口課長は「支援を受ける側になったときのことを考えて
おかねばならない」と述べています。災害発生時に「見えない被災者」や「物資の行き渡り
にくさ」、「炊き出しの偏り」 などを解消するために、行政や市民、地元の民間事業者がど
のような連携を行うべきか、あなたの考えを書いてください。

自治体が地元の運送業者と協定を結んで配送手段を確保するとともに、自治体と地域住民
がSNSや専用エリアの設置を通じて在宅・車中泊被災者の情報をリアルタイムで共有・把握
する体制を事前に構築しておくべきだと考える。また、保健師らの巡回ルートを確保すると
ともに、平時から地元の物流業者や農家と協定を結び、災害時に幕の内弁当など栄養バラン
スの取れた食料を機動的に配送する仕組みを作るべきだ。
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